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形
容
詞
連
用
形
＋
助
詞
「
の
」

「
多
く
の
」
「
早
く
の
」
な
ど

白
　
井
　
清
　
子

キ
ー
ワ
ー
ド
　
　
形
容
詞
連
用
形
・
多
く
の
・
近
く
の
・
早
く
の
・
と
き
じ
く
の

要
旨
　
　
「
多
く
の
」
「
早
く
の
」
な
ど
の
「
多
く
」
「
早
く
」
は
体
言
性
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
活
用
語
尾
ク
は
副
詞
イ

ク
バ
ク
・
シ
マ
シ
ク
・
ソ
コ
バ
ク
な
ど
の
語
末
ク
と
共
通
す
る
要
素
で
、
そ
れ
ら
の
副
詞
が
も
つ
連
用
機
能
と
体
言
性
を

引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
「
ー
く
の
」
の
形
で
表
現
で
き
る
形
容
詞
の
う
ち
、
「
多
く
の
」
は
「
大
き
」
と
区
別
し
よ
う
と

し
て
生
じ
、
多
用
さ
れ
て
い
る
表
現
だ
が
、
こ
の
「
多
く
の
」
も
含
め
、
「
1
く
の
」
と
表
現
で
き
る
形
容
詞
は
数
量
．
程

度
・
空
間
・
時
間
に
関
連
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
。
万
葉
集
四
四
七
五
番
の
「
恋
し
く
の
」
の
「
恋
し
く
」
は
形
容
詞
連

用
形
で
は
な
く
て
「
恋
ふ
（
動
詞
）
＋
き
（
助
動
詞
こ
の
ク
語
法
で
あ
る
。

一、

ﾍ
じ
め
に

形
容
詞
連
用
形
「
多
く
」
「
遠
く
」
な
ど
の
「
1
く
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
法
を
も
つ
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
な
用
法
が
あ
る
。

お
ほ
く
の
人
の
身
を
い
た
づ
ら
に
な
し
て
　
　
（
竹
取
物
語
．
み
か
ど
の
求
婚
）



　
こ
の
「
お
ほ
く
」
に
続
く
助
詞
「
の
」
は
「
川
の
ほ
と
り
」
な
ど
と
使
う
「
の
」
と
同
じ
、
い
わ
ゆ
る
連
体
助
詞
の
「
の
」

で
あ
る
。
連
体
助
詞
「
の
」
は
、
原
則
と
し
て
体
言
に
続
く
。
こ
の
「
の
」
に
前
接
す
る
「
ー
く
（
形
容
詞
連
用
形
）
」
も
体
言

と
し
て
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
前
掲
の
「
お
ほ
く
」
も
「
多
数
」
の
意
味
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
多
く
の
」
の
用

法
は
現
代
ま
で
変
わ
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
形
容
詞
の
う
ち
、
「
1
く
（
連
用
形
）
＋
の
」
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
形
容
詞
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
実
際
に
「
－
く
の
」
の
形
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
形
容
詞
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性

質
を
も
つ
形
容
詞
な
の
か
、
な
ぜ
こ
の
形
を
と
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
（
な
お
、
こ
こ
で
は
「
痛
け
く
の
」
の
よ
う
な
、
い

わ
ゆ
る
ク
語
法
に
よ
る
「
i
く
十
の
」
は
含
め
な
い
。
）

二
、
調
査
方
法
お
よ
び
調
査
結
果

　
現
代
日
本
語
で
も
「
多
く
の
人
が
参
加
し
た
」
と
か
、
「
遠
く
の
親
類
よ
り
近
く
の
他
人
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
「
多
く
の
」

「
遠
く
の
」
「
近
く
の
」
な
ど
は
使
う
。
し
か
し
、
や
は
り
、
実
際
の
文
献
で
探
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
国
文
学
研

究
資
料
館
の
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
（
岩
波
書
店
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
調
査
し
て
み
た
。
調
査
に
関
し
て
は
次
の
よ

う
に
し
た
。

○
　
「
く
の
」
の
文
字
列
で
検
索
し
て
み
た
。
連
体
助
詞
「
の
」

　
な
指
標
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
（
今
回
の
検
索
で
は
例
え
ば

　
タ
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
）

が
、
そ
の
前
に
来
る
語
が
体
言
で
あ
る
こ
と
を
知
る
最
も
顕
著

「
多
（
お
ほ
く
）
の
」
の
よ
う
に
、
「
（
1
く
）
の
」
の
形
で
デ
ー

○
連
用
形
単
独
で
も
、
あ
る
い
は
、
「
1
く
よ
り
」
「
ー
は
」
な
ど
の
形
で
も
、
形
容
詞
連
用
形
が
体
言
性
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
。
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し
か
し
、
そ
れ
ら
は
体
言
的
川
法
以
外
で
も
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
除
い
た
。

○
国
文
学
研
究
資
料
館
の
『
日
本
古
典
文
学
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
で
は
「
近
世
」
の
中
に
書
籍
版
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』

　
に
は
含
ま
れ
な
い
『
噺
本
大
系
』
か
ら
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
除
い
た
。

「
1
く
（
形
容
詞
連
用
形
）
の
」
の
形
で
出
て
き
た
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
い
た
く
の
　
　
あ
ま
ね
く
の
　
　
多
く
の
　
　
恋
し
く
の
　
　
涼
し
く
の
　
　
近
く
の
　
　
手
近
く
の
　
　
時
じ
く
の

　
　
遠
く
の
　
　
永
く
の
　
　
早
く
の
　
　
ま
遠
く
の

こ
の
う
ち
、
「
恋
し
く
の
」
「
涼
し
く
の
」
は
実
は
他
と
用
法
が
異
な
り
、
例
か
ら
除
外
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。

◆
用
例
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
あ
る
用
例
を
示
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
す
る
。

○
　
「
お
ほ
く
の
」
は
、
上
代
に
一
字
一
音
の
万
葉
仮
名
書
き
の
例
は
な
く
、
漢
字
の
訓
読
み
の
三
例
し
か
出
て
こ
な
か
っ
た
（
注

　
－
）
。
中
古
か
ら
近
世
ま
で
は
ど
の
時
代
に
も
用
例
が
多
数
あ
る
の
で
、
「
お
ほ
く
の
」
の
用
例
は
一
部
だ
け
示
す
。
デ
ー
タ

　
ベ
ー
ス
で
分
類
さ
れ
て
い
る
時
代
に
従
っ
て
調
べ
た
「
お
ほ
く
の
」
の
用
例
数
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
注
2
）

　
　
　
　
　
上
代
三
　
　
中
古
一
六
二
　
　
中
世
…
〇
八
　
　
近
世
九
二

〇
　
「
お
ほ
く
の
」
以
外
の
語
は
す
べ
て
の
用
例
を
示
す
。

○
用
例
の
最
後
に
掲
げ
た
数
字
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
お
け
る
ペ
ー
ジ
と
行
で
あ
る
。
用
例
中
の
〔
〕
は
原
表
記
を

　
示
す
。
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○
　
「
頭
注
」
と
あ
る
の
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
頭
注
を
示
す
。

0
　
「
ー
く
の
」
以
外
の
部
分
は
表
記
を
変
え
た
場
合
が
あ
る
。

A
《
お
ほ
（
多
）
く
の
》

a
　
「
吾
は
多
（
お
ほ
）
く
の
〔
多
〕
国
を
占
め
つ
」
（
播
磨
国
風
土
記
・
讃
容
郡
）
　
三
一
一
⑫

b
材
器
（
ざ
い
き
）
多
く
の
〔
多
〕
雨
霧
（
う
む
）
を
承
（
う
）
け
む
こ
と
を
好
む
（
菅
家
文
草
・
巻
五
・
四
二
四
）
　
四

　
三
五
⑦

c
雲
の
ゐ
る
こ
し
の
白
山
（
し
ら
や
ま
）
老
い
に
け
り
お
ほ
く
の
年
の
雪
積
も
り
つ
つ
（
和
漢
朗
詠
集
・
四
九
七
番
）
　
一

　
七
七
①

d
…
…
な
ど
、
お
ほ
く
の
御
物
語
き
こ
え
給
ふ
（
源
氏
物
語
・
須
磨
）
　
一
五
⑬

e
多
ク
ノ
仏
菩
薩
、
僧
澤
ガ
所
二
来
（
キ
タ
〉
リ
給
テ
（
今
昔
物
語
集
・
巻
四
・
一
〇
話
）
　
二
八
六
⑫

f
我
が
句
ど
も
多
く
の
集
に
書
き
誤
り
多
し
（
三
冊
子
）
　
『
連
歌
論
集
俳
論
集
』
四
三
三
①

g
一
た
び
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
即
ち
多
く
の
罪
を
滅
ぼ
す
を
（
一
遍
上
人
語
録
）
　
『
仮
名
法
語
集
』
九
七
⑬
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h

今
の
事
を
お
ほ
く
の
女
共
に
沙
汰
せ
ん
（
好
色
一
代
男
）
　
『
西
鶴
集
上
』
四
五
⑮

　
こ
れ
ら
の
「
お
ほ
く
の
」
は
今
日
と
全
く
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
用
例
c
の
よ
う
に
歌
に
も
出
て
く
る
。

表
す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
用
例
b
の
よ
う
な
「
多
量
」
を
表
す
も
の
は
少
な
い
。

　
漢
文
訓
読
文
で
も
「
お
ほ
く
の
」
は
用
い
ら
れ
た
。

⑦
此
の
初
の
仏
身
は
衆
生
の
意
多
ク
の
種

　
明
最
勝
王
経
古
点
・
巻
二
）
（
注
3
）

「
多
数
」
を

（
ク
サ
）
有
ル
に
随
フ
が
故
に
、
種
種
の
相
を
現
（
し
）
た
ま
ふ
（
西
大
寺
本
金
光

④
堂
（
二
）
　
一
力
為
二
［
而
］
多

　
巻
四
・
一
七
九
）
（
注
4
）

B
《
あ
ま
ね
く
の
》

a

（
ク
）
ノ
人
ヲ
悩
（
マ
ス
）
コ
ト
有
（
ラ
ム
）
ヤ
（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
・

朋
友
其
外
劉
人
に
ま
じ
は
り
申
候
に
は
（
祖
棟
先
生
答
問
書
）
　
『
近
世
文
学
論
集
』
二
〇
五
⑮

　
「
あ
ま
ね
く
の
」
は
こ
の
一
例
し
か
な
い
。
「
あ
ま
ね
く
の
」
は
「
お
ほ
く
の
」
に
似
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
「
あ

ま
ね
く
」
は
「
広
く
一
般
に
」
の
意
味
を
も
つ
副
詞
と
し
て
も
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
。
現
に
『
日
葡
辞
書
』
（
注
5
）
で
も
「
〉
日
曽
ロ
①
ご

と
は
別
に
「
含
B
臼
。
ロ
①
ρ
ε
の
項
目
が
あ
り
、
「
副
詞
。
一
般
に
、
ま
た
は
、
あ
ら
ゆ
る
所
に
」
と
し
て
い
る
。
副
詞
は
「
か
く

の
ご
と
く
」
「
少
し
の
け
ち
め
」
の
「
か
く
」
「
少
し
」
の
よ
う
に
「
の
」
に
続
く
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
「
あ
ま
ね
く
の
」
は
、

「
お
ほ
く
の
」
と
意
味
が
近
い
か
ら
使
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
副
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、

そ
の
両
方
が
関
与
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
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C
《
ち
か
（
近
）
く
の
》

a
遠
ク
調
）
道
俗
・
男
女
来
集
（
キ
タ
リ
ア
ツ
マ
リ
）
テ
（
今
昔
物
語
集
・
巻
｝
七
・
二
三
話
）
　
五
三
五
②

　
チ
カ
ク
ノ
と
い
う
訓
み
は
校
注
者
に
よ
る
も
の
で
、
底
本
に
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
な
い
。
こ
の
部
分
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』

（
注
6
）
や
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
注
7
）
で
は
チ
カ
ク
と
だ
け
訓
ん
で
い
る
。
文
脈
か
ら
考
え
る
と
チ
カ
ク
ノ
の
ほ

う
が
自
然
な
語
法
で
あ
る
が
、
ノ
が
カ
タ
カ
ナ
書
き
さ
れ
て
い
な
い
の
で
チ
カ
ク
と
訓
む
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
一
方
で
チ

カ
キ
と
訓
む
と
間
柄
が
近
い
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
る
。
い
ま
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
訓
に
従
っ
て
お
く
。

b
右
、
落
花
落
葉
な
ど
に
、
中
頃
又
近
く
の
人
も
あ
ま
た
た
び
詠
め
る
こ
と
な
り
（
仁
安
二
年
八
月
太
皇
太
后
宮
亮
平
経
盛
家

歌
合
・
紅
葉
二
番
判
詞
）
　
『
歌
合
集
』
三
九
六
⑨

Cd

近
く
の
徳
大
寺
左
大
臣
は
、
　
－
と
い
は
れ
（
無
名
抄
）
　
『
歌
論
集
能
楽
論
集
』
四
一
④

此
（
こ
の
）
ち
か
く
の
事
な
る
べ
し
（
宇
治
拾
遺
物
語
・
五
七
）
　
一
五
八
⑬

a
は
空
間
的
用
法
、
b
～
d
は
い
ず
れ
も
時
問
的
用
法
で
「
近
頃
」
「
今
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
以
前
」
の
意
で
あ
る
。

D
《
て
ち
か
（
手
近
）
く
の
》

a
力
も
い
れ
ず
し
て
ま
つ
手
ち
か
く
の
つ
ち
を
動
か
す
や
り
研
か
な

四
二
〇
④

（
徳
和
歌
後
萬
載
集
・
七
三
〇
）
　
『
川
柳
狂
歌
集
』
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頭
注
に
は
「
『
カ
を
も
い
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
』
（
古
今
仮
名
序
）
の
つ
た
な
い
も
じ
り
。
つ
ち
は
地
で
は
な
く
、
手
近

な
槌
を
動
か
す
の
だ
ろ
う
。
家
を
建
て
る
時
の
建
て
前
に
も
木
遣
り
を
歌
う
」
と
あ
る
。
「
手
ち
か
く
の
」
は
「
手
近
な
所
の
」

「
手
も
と
の
」
の
意
で
あ
る
。
狂
歌
で
音
数
に
制
約
が
あ
っ
た
の
で
「
手
ち
か
く
の
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
、
C
の
「
ち
か
く
の
」
の
言
い
方
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
じ
た
言
い
方
で
あ
ろ
う
。
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E
《
と
ほ
（
遠
）
く
の
》

a
遠
く
の
人
は
知
ら
ず
、
我
（
が
）
と
こ
ろ
へ
来
る
人
の
中
に
は
、

書
お
き
の
事
）
　
『
上
田
秋
成
集
』
三
六
五
⑥

た
れ
も
こ
の
歌
の
味
の
し
れ
る
人
は
な
い
（
脆
大
小
心
録

b

ヱ
イ
此
間
は
ち
つ
と
遠
（
と
ほ
）
く
の
講
釈
を
聞
（
き
㌧
）
に
行
（
い
き
）
ま
す
か
ら
（
春
色
梅
児
誉
美
）
　
一
〇
七
⑩

a
・
b
と
も
に
、
空
間
的
な
「
遠
方
」
の
意
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
、
も
し
「
遠
く
の
」
の
代
わ
り
に
「
遠
き
」
を
使
う
と

「
空
間
的
距
離
が
遠
い
」
な
の
か
、
「
間
柄
が
遠
い
」
な
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
意
味
な
の
か
、
そ
の
意
味
が
曖
昧
に
な
っ
て
し

ま
う
。
「
遠
く
の
」
だ
と
空
間
的
に
遠
距
離
の
所
と
意
味
を
明
確
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の
調
査
で
は
近
世
の
用
例
し
か

出
て
こ
な
か
っ
た
が
、
上
代
に
次
の
F
「
ま
ど
ほ
く
の
」
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
上
代
に
も
「
と
ほ
く
の
」
の
用
例
が
あ

っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
春
日
政
治
は
次
の
二
つ
を
「
と
ほ
く
」
の
体
言
と
し
て
の
用
法
に
挙
げ
て
小
る
。
（
注
8
）

⑦
遠
自
来
参
　
等
保
久
與
利
万
宇
支
亘
（
と
ほ
く
よ
り
ま
う
き
て
）
（
御
巫
本
日
本
書
紀
私
記
）
（
注
9
）

④
無
相
の
思
惟
と
解
脱
と
三
昧
と
を
遠
ク
ヨ
リ
修
行
す
る
故
に
、
是
の
地
清
浄
に
し
て
、
障
擬
有
（
る
）
こ
と
無
し
（
西
大
寺

　
本
金
光
教
最
勝
王
経
古
点
）



F
《
ま
ど
ほ
（
遠
）
く
の
》

a
ま
遠
く
の

　
一
）

〔
麻
等
保
久
能
〕
雲
居
に
見
ゆ
る
妹
が
家
（
へ
）
に
い
つ
か
到
ら
む
歩
め
吾
が
駒
（
万
葉
集
・
巻
一
四
・
三
四
四

b
ま
遠
く
の

　
三
四
六
三
）

〔
麻
等
保
久
能
］
野
に
も
逢
は
な
む
心
な
く
里
の
真
中
（
み
な
か
）
に
逢
へ
る
背
な
か
も
（
万
葉
集
・
巻
一
四
・

　
形
容
詞
「
ま
ど
ほ
し
」
は
「
昨
夜
（
き
そ
）
こ
そ
は
児
う
と
さ
寝
し
か
雲
の
上
ゆ
鳴
き
行
く
鶴
（
た
つ
）
の
ま
遠
く
思
ほ
ゆ
」

（
万
葉
・
巻
一
四
・
三
五
二
二
）
の
よ
う
に
時
間
的
な
意
味
を
表
す
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
の
a
・
b
は
い
ず
れ
も
「
離
れ
た

遠
い
所
」
と
い
う
空
間
的
意
味
で
あ
る
。

G
《
は
や
（
早
）
く
の
》

a
こ
の
あ
ひ
だ
に
、
は
や
く
の
か
み
（
守
）
の
こ
、
や
ま
ぐ
ち
の
ち
み
ね
、

た
り
。
（
土
左
日
記
・
＝
一
月
二
八
日
）
　
三
一
②

さ
け
、
よ
き
も
の
ど
も
も
て
き
て
、
ふ
ね
に
い
れ

　
頭
注
に
「
貫
之
よ
り
も
以
前
の
（
土
佐
の
〉
国
守
の
子
」
と
あ
る
。
こ
の
二
日
前
、
＝
｝
月
二
六
日
の
文
章
に
は
「
と
か
く

い
ひ
て
、
さ
き
の
か
み
、
い
ま
の
も
、
も
ろ
と
も
に
お
り
て
、
い
ま
の
あ
る
じ
も
、
さ
き
の
も
、
手
と
り
か
は
し
て
」
と
あ
る
。

こ
の
「
さ
き
の
」
と
い
う
の
が
直
前
の
国
守
（
貫
之
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
a
の
「
は
や
く
の
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
よ
り
前
の

国
守
で
あ
っ
た
人
を
さ
す
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
さ
き
の
」
と
は
区
別
し
よ
う
と
し
て
「
は
や
く
の
」
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

b

も
ろ
と
も
に
朝
夕
わ
か
ず
喫
（
み
そ
ぎ
）
せ
し
は
や
く
の
瀬
々
に
思
ひ
出
（
で
）
ら
る
㌧
（
宇
津
保
物
語
・
国
譲
中
）
　
一
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九
六
⑪

　
こ
れ
は
藤
壺
が
女
一
宮
に
贈
っ
た
見
舞
い
の
文
の
中
の
歌
で
あ
る
。
朝
廷
や
貴
族
の
年
中
行
事
に
「
七
瀬
の
喫
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
、
七
つ
の
川
や
海
で
襖
を
行
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
歌
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。
頭
注
で
は
「
ご
一
緒
に
朝
も
夕
も
裡
を

し
た
昔
の
七
瀬
の
祓
が
思
い
出
さ
れ
て
懐
か
し
い
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
「
は
や
く
」
は
「
昔
」
「
以
前
」
の
意
。
こ
の
部
分
、

『
宇
津
保
物
語
　
本
文
と
索
引
』
の
本
文
（
底
本
前
田
本
）
で
も
「
は
や
く
の
せ
ゴ
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
注
n
）

C

い
さ
ら
井
は
は
や
く
の
こ
と
も
忘
れ
じ
を
も
と
の
あ
る
じ
や
面
（
お
も
）
が
は
り
せ
る
（
源
氏
物
語
・
松
風
）
　
二
〇
三
⑭

　
大
堰
を
訪
れ
た
光
源
氏
が
明
石
の
尼
君
の
歌
に
応
じ
た
歌
で
あ
る
。
大
堰
は
尼
君
が
以
前
住
ん
で
い
た
地
で
あ
る
。
「
遣
り
水

は
、
ず
っ
と
以
前
の
事
を
忘
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
あ
る
じ
顔
し
て
い
る
の
は
、
も
と
の
主
人
が
尼
姿
に
な
っ
て
、
以
前

と
面
影
が
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
」
の
意
。
「
は
や
く
」
は
「
昔
」
「
以
前
」
を
表
す
。

d
初
瀬
川
は
や
く
の
こ
と
は
知
ら
ね
ど
も
今
日
の
逢
ふ
瀬
に
身
さ
へ
な
か
れ
ぬ
　
（
源
氏
物
語
・
玉
婁
）
　
三
五
四
⑨

　
初
瀬
で
再
会
し
た
玉
婁
と
右
近
。
「
初
瀬
を
訪
ね
て
こ
な
か
っ
た
ら
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
い
う
右
近
の

歌
に
対
し
て
玉
璽
が
応
じ
た
歌
で
あ
る
。
「
初
瀬
川
の
早
い
流
れ
の
、
そ
の
早
く
（
以
前
）
の
こ
と
を
私
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
今

日
、
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ
し
涙
に
こ
の
身
ま
で
も
流
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
」
の
意
。
「
な
が
（
流
）
れ
ぬ
」
と

「
泣
か
れ
ぬ
」
を
掛
け
て
い
る
。
「
は
や
く
」
は
「
昔
」
「
以
前
」
の
意
。

　
c
・
d
と
も
に
『
源
氏
物
語
大
成
』
の
該
当
箇
所
に
異
文
は
な
い
。

e
わ
た
り
す
る
あ
さ
ゆ
ふ
ふ
ね
の
つ
な
で
縄

二
七
八
①

は
や
く
の
事
を
お
も
ふ
あ
か
つ
き
（
新
撰
菟
玖
波
集
・
一
二
三
）
『
連
歌
集
』
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頭
注
に
「
『
早
く
の
事
』
過
ぎ
去
っ
た
以
前
の
事
。
若
い
頃
の
事
。
▽
過
ぎ
去
っ
た
か
つ
て
の
事
を
、
色
々
と
思
い
お
こ
し
て

感
懐
に
ふ
け
る
暁
の
寝
覚
め
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　
a
～
e
の
「
は
や
く
」
は
い
ず
れ
も
「
以
前
」
「
昔
」
の
意
味
で
あ
る
。
「
以
前
」
と
い
う
こ
と
ば
そ
の
も
の
は
漢
語
で
あ
る

か
ら
使
い
に
く
い
と
し
て
も
、
な
ぜ
「
む
か
し
」
の
語
を
使
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
a
の
場
合
の
「
は
や
く
の
」
で
は

貫
之
よ
り
前
の
国
守
の
意
味
に
な
る
が
、
「
む
か
し
の
」
で
は
貫
之
と
の
結
び
つ
き
が
感
じ
ら
れ
な
い
一
般
的
な
言
葉
に
な
っ
て

し
ま
う
。
単
に
事
実
と
し
て
「
昔
土
佐
の
守
だ
っ
た
人
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
b
～
e
の
四
例
は
い
ず

れ
も
歌
な
ど
の
中
に
あ
っ
て
、
と
も
に
川
な
ど
水
の
流
れ
の
早
い
こ
と
と
関
連
さ
せ
た
表
現
を
使
う
必
要
が
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
は
や
く
の
」
と
い
う
表
現
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も

「
は
や
く
」
が
「
以
前
」
「
昔
」
の
意
味
を
表
し
う
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

H
《
と
き
（
時
）
じ
く
の
》

a
・
b
・
c
多
遅
摩
毛
理
（
た
ち
ま
も
り
）
を
常
世
の
国
に
遣
は
し
て
、
烈
迦
玖
能
木
実
（
と
き
じ
く
の
か
く
の
こ

の
み
）
…
…
を
求
め
し
め
た
ま
ひ
き
。
…
…
天
皇
既
に
崩
り
ま
し
き
。
爾
（
こ
こ
）
に
多
遅
摩
毛
理
…
…
「
常
世
国
の
謬

士
玖
能
迦
玖
能
木
実
を
持
ち
て
参
上
り
て
侍
ふ
。
」
と
ま
を
し
て
、
遂
に
叫
び
笑
き
て
死
に
き
。
其
の
登
岐
士
玖
能
迦
玖
能
木

実
は
、
是
れ
今
の
橘
な
り
（
古
事
記
・
中
）
　
二
〇
三
①
⑥
⑦

d
天
皇
、
田
道
間
守
（
た
ち
ま
も
り
）
に
命
（
み
こ
と
お
ほ
）
せ
て
、
常
世
国
に
遣
は
し
て
、
ー
香
菓
（
か

　
く
の
み
）
を
求
め
し
む
。
（
日
本
書
紀
・
垂
仁
九
〇
年
二
月
一
日
）
　
二
七
九
②

e

田
道
間
守
、
常
世
国
よ
り
至
（
か
へ
り
い
た
）
れ
り
。
則
ち
齎
（
も
て
ま
う
で
い
た
）
る
物
は
、
非
時
（
と
き
じ
く
）
の
香
　
　
3
9



菓
、
八
竿
八
縷
（
や
ほ
こ
や
か
げ
）
な
り
（
日
本
書
紀
・
垂
仁
一
〇
〇
年
三
月
一
日
）
　
二
八
〇
②

40

f
時
じ
く
の
〔
不
時
〕
玉
を
そ
貫
（
ぬ
）
け
る
卯
の
花
の
五
月
を
待
た
ば
久
し
か
る
べ
み
（
万
葉
集
・
巻
一
〇
・
一
九
七
五
）

頭
注
に
は
「
時
じ
く
の
　
季
節
に
か
か
わ
ら
な
い
」
と
し
、
大
意
に
「
い
つ
が
季
節
と
い
う
こ
と
も
な
い
珠
を
貫
い
て
か
ざ
し

に
し
て
い
ま
す
。
卯
の
花
が
咲
き
盛
る
五
月
を
待
っ
て
い
る
と
、
待
ち
遠
し
い
の
で
」
と
す
る
。

9
卜
h
時
じ
く
の
〔
時
支
能
〕
　
香
（
か
く
）
の
木
の
実
を
　
畏
く
も
　
遺
（
の
こ
）
し
た
ま
へ
れ
…
・
こ
の
橘
を

の
〔
等
伎
自
久
能
〕
　
香
（
か
く
）
の
木
の
実
と
　
名
づ
け
け
ら
し
も
（
万
葉
集
・
巻
｝
八
・
四
㎝
　
｝
）

劉

　
g
の
「
時
支
能
」
は
本
文
に
疑
問
が
あ
り
、
別
の
訓
み
を
す
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
香
の
木
の
実
」
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
「
と
き
じ
く
の
」
と
訓
ん
で
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
h
の
例
も
含
め
頭
注
は
「
時
じ
く
の
」
を
「
い
つ
で
も
時
節
で
な
い
時

は
な
い
」
と
す
る
。

　
「
と
き
じ
」
と
い
う
形
容
詞
が
存
在
し
た
こ
と
は
ト
キ
ジ
ク
だ
け
で
な
く
、
ト
キ
ジ
キ
・
ト
キ
ジ
ケ
・
ト
キ
ジ
ミ
（
ミ
は
「
山

高
み
」
な
ど
の
ミ
と
同
じ
）
の
形
が
あ
る
か
ら
確
か
で
あ
る
。
ト
キ
ジ
の
ジ
に
関
し
て
は
古
く
か
ら
諸
説
あ
る
が
（
注
札
）
、
「
時

じ
」
が
特
定
の
時
節
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
表
し
、
そ
れ
が
「
常
に
」
の
意
味
に
も
「
時
節
は
ず
れ
に
」
の
意
味
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
は
諸
説
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
と
き
じ
く
の
」
の
八
例
中
、
f
以
外
の
七
例
が
「
か
く
の
こ
の
み
」
「
か

く
の
み
」
と
続
き
、
橘
を
指
し
て
い
る
。

1
《
な
が
（
永
）
く
の
》

a
　
「
奈
良
坂
ニ
シ
テ
盗
人
ト
戦
ヒ
シ
テ
、
被
射
（
イ
ラ
レ
）

　
巻
一
九
・
三
五
話
）
　
一
二
九
⑬

頭
注
に
「
後
後
ま
で
の
汚
名
・
悪
名
」
と
あ
る
。

ニ
ケ
リ
」
ト
被
云
（
イ
ハ
レ
）
バ
別
列
ノ
名
也
。
（
今
昔
物
語
集
・



b
　
「
墓
々
シ
ク
モ
非
（
ア
ラ
）
ヌ
ガ
被
書
（
カ
カ
レ
）

　
物
語
集
・
巻
二
四
・
三
三
話
）
　
三
二
七
⑧

テ
候
ハ
ム
、
公
任
ガ
永
ク
ノ
名
二
可
候
（
サ
ブ
ラ
フ
ベ
）
シ
」
（
今
昔

　
b
は
「
公
任
大
納
言
、
読
屏
風
和
歌
語
」
の
話
。
上
東
門
院
（
藤
原
彰
子
）
入
内
の
際
に
屏
風
を
新
調
し
た
。
そ
の
屏
風
の

色
紙
形
に
書
く
歌
を
多
く
の
歌
人
が
任
さ
れ
た
。
公
任
も
歌
を
詠
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
当
日
一
人
公
任
は
遅
れ
て
や
っ
て
き

た
。
そ
の
と
き
の
言
葉
で
あ
る
。
「
他
の
人
の
歌
を
採
り
あ
げ
ず
に
、
緑
で
も
な
い
自
分
の
歌
が
書
か
れ
ま
し
て
は
、
永
く
汚
名

を
流
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
無
理
や
り
責
め
ら
れ
、
「
此
ハ
長
キ
名
カ
ナ
」
（
三
二
七
⑭
）
と
言
い

つ
つ
披
露
し
た
歌
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
説
話
の
一
つ
前
、
巻
二
四
の
三
二
話
で
も
、
「
此
ノ
（
す
ば
ら
し
い
歌
の
）
返
シ
、
更
二
否
（
エ
）
不
為
（
セ
）
ジ
。
劣
（
オ

ト
リ
）
タ
ラ
ム
ニ
、
長
キ
名
ナ
ル
ベ
シ
」
（
三
二
六
⑦
）
と
あ
る
。
類
義
の
表
現
を
「
永
ク
ノ
名
」
と
も
「
長
キ
名
」
と
も
表
現

し
て
い
る
。
強
い
て
言
え
ぱ
「
長
キ
名
」
は
「
長
く
続
く
名
」
の
意
味
に
な
る
の
に
対
し
、
「
永
ク
ノ
名
」
の
ほ
う
は
「
永
く
（
だ

め
な
人
だ
と
）
言
わ
れ
る
名
」
と
な
ろ
う
。
用
例
は
す
べ
て
今
昔
物
語
集
の
例
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
表
現
も
舌
足
ら
ず
の
表

現
で
あ
る
。
ま
た
、
「
長
キ
名
」
は
別
の
状
況
下
で
は
名
前
が
何
文
字
に
も
な
る
名
と
解
釈
で
き
る
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
「
永
く
の
名
」
の
ほ
う
が
ま
だ
誤
解
さ
れ
に
く
い
。

J
《
い
た
く
の
》

a
　
「
御
身
も
い
た
く
の
か
ひ
な
し
に
て
は
な
け
れ
ど
も
、
さ
程
の
大
事
に
逢
（
あ
ふ
）
べ
き
器
に
は
あ
ら
ず
」
（
古
今
著
聞
集
・

三
七
七
）
　
三
〇
〇
③

　
相
撲
の
節
に
召
さ
れ
て
越
前
国
か
ら
出
て
き
た
男
は
女
に
出
会
っ
た
。
そ
の
女
が
気
に
入
り
、
つ
い
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
女

に
こ
ん
な
言
葉
を
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
頭
注
に
は
「
ひ
ど
い
役
立
た
ず
」
と
あ
る
。
こ
の
「
い
た
く
の
か
ひ
な
し
」
を
「
い
た
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き
か
ひ
な
し
」
と
す
る
と
、
「
い
た
き
か
ひ
・
な
し
」
と
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
。
「
ひ
ど
い
」
の
よ
う
に
程
度
を
表
す
形
容
詞
の

場
合
、
連
用
形
「
ひ
ど
く
」
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
「
ひ
ど
く
甲
斐
性
の
な
い
者
だ
」
と
連
用
形
を
用
い
て
副
詞
の
よ

う
に
用
言
に
か
か
っ
て
い
け
ば
問
題
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
か
ひ
な
し
（
甲
斐
性
な
し
）
」
と
い
う
体
言
を
用
い
よ
う
と

し
た
。
そ
こ
で
、
や
む
な
く
「
い
た
く
の
」
と
い
う
表
現
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
い
た
く
の
」

を
「
副
詞
＋
の
」
と
と
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
が
、
．
形
容
詞
と
し
て
の
可
能
性
も
有
す
る
の
で
今
回
は
こ
こ
に
含
め

た
。
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K
《
こ
ひ
（
恋
）
し
く
の
》

a

初
雪
は
千
重
に
降
り
し
け
恋
し
く
の
〔
故
非
之
久
能
〕
多
か
る
わ
れ
は
見
つ
つ
偲
は
む
（
万
葉
・
巻
二
〇
・
四
四
七
五
）

　
こ
の
歌
は
大
伴
池
主
の
宅
で
宴
の
あ
っ
た
折
に
大
原
今
城
が
作
っ
た
歌
で
あ
る
。
頭
注
で
、
「
恋
し
く
」
は
「
恋
し
い
こ
と
」

と
し
、
大
意
に
「
恋
し
い
こ
と
の
多
く
あ
る
私
は
」
と
あ
る
。
「
恋
し
く
」
を
形
容
詞
連
用
形
の
体
言
的
用
法
に
解
釈
し
て
い
る

と
受
け
取
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
（
白
井
）
は
こ
れ
を
「
恋
ひ
き
」
の
ク
語
法
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

L
《
す
ず
し
く
の
（
涼
）
》

a
橋
の
夕
暮
来
て
見
れ
ば
。
本
フ
シ
涼
（
す
ゴ
）
し
く
の
文
字
象
（
か
た
ど
）
り
て
。
京
を
持
ち
た
る
京
橋
に
。
ひ
と
つ
流
（
な

が
れ
）
の
襖
川
末
吹
く
風
も
。
フ
シ
挟
涼
し
き
ハ
ル
フ
シ
権
三
お
さ
ゐ
は
　
（
鑓
の
権
三
重
帷
子
）
　
『
近
松
浄
瑠
璃
集
上
』

二
八
四
⑬

こ
の
作
品
の
終
わ
り
に
近
い
場
面
で
、
権
三
と
お
さ
ゐ
が
伏
見
の
里
に
あ
る
橋
の
所
に
や
っ
て
き
た
場
面
で
あ
る
。
頭
注
に

「
涼
と
い
う
字
に
似
せ
、
そ
の
扁
の
シ
を
取
っ
た
京
と
い
う
名
を
持
っ
た
京
橋
」
と
あ
る
。
「
京
橋
」
と
い
う
橋
の
名
を
表
す
の



に
、
「
京
」
を
「
『
涼
し
く
』
の
涼
」
の
漢
字
か
ら
サ
ン
ズ
イ
を
取
っ
た
字
だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
「
『
涼
し
く
』
の
文
字
」
と

表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
引
用
を
含
む
用
法
な
の
で
、
A
～
J
の
「
形
容
詞
連
用
形
＋
の
」
の
用
法

と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
涼
」
の
文
字
を
い
う
の
に
な
ぜ
「
『
涼
し
い
』
の
文
字
」
で
は
な
く
「
『
涼
し
く
』

の
文
字
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
連
用
形
の
使
用
度
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
関
連
す
る
の
か
ど
う
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
以
上
が
上
代
～
近
世
の
文
献
で
拾
う
こ
と
の
で
き
た
「
形
容
詞
連
用
形
＋
の
」
の
例
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
筆
者
が
「
恋
ひ
き
」
の
ク
語
法
だ
と
考
え
る
「
恋
し
く
の
」
と
、
引
用
を
含
ん
で
「
涼
し
く
の
」
と
な
っ
て
い
る
二

語
を
除
い
て
、
時
代
ご
と
、
単
語
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
が
「
表
1
」
で
あ
る
。

三
、
考
察

　
ま
ず
、
用
例
と
表
1
か
ら
よ
み
と
れ
る
こ
と
を
あ
げ
て
み
る
。

○
「
－
く
の
」
は
ご
く
限
ら
れ
た
形
容
詞
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
「
お
ほ
く
の
」
以
外
は
使
用
度
数
も
少
な
い
。

○
ク
活
用
の
も
の
が
多
く
、
シ
ク
活
用
は
「
時
じ
く
の
」
だ
け
で
、
上
代
に
出
て
く
る
語
で
あ
る
。

○
現
代
語
で
用
い
る
の
は
「
多
く
の
」
「
近
く
の
」
「
遠
く
の
」
だ
け
で
、
し
か
も
現
代
語
の
「
近
く
の
」
「
遠
く
の
」
は
空
間
的

　
用
法
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
世
以
前
は
少
な
い
な
が
ら
、
現
代
で
は
使
わ
な
い
形
容
詞
で
も
使
わ
れ
て
い
た
。

○
通
常
の
連
体
形
を
用
い
る
と
意
味
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
別
の
意
味
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
場
合
に
、
そ
れ

　
を
避
け
、
意
味
を
明
示
す
る
た
め
に
「
1
く
の
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
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表1 時代別用例数

上代 中古 中世 近世

時じくの 8

ま遠くの 2

多くの 3 162 108 92

早くの 4 1

永くの 2

近くの 3＊ 1

手近くの 1

遠くの 2

いたくの 1

あまねくの 1

＊今昔物語集の訓みに疑問のある1例を含む
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○
数
量
・
程
度
・
空
間
・
時
間
に
関
す
る
意
味
を
表
す
形
容
詞
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
数
量
（
多
く
の
・
あ
ま
ね
く
の
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程
度
（
い
た
く
の
）

　
　
　
空
間
（
近
く
の
・
手
近
く
の
・
遠
く
の
・
ま
遠
く
の
）
　
　
時
間
（
近
く
の
・
早
く
の
・
時
じ
く
の
・
永
く
の
）

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
形
容
詞
に
「
ー
く
の
」
の
用
法
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
も
そ
も
、
形
容
詞
連
用
形
の
活
用
語
尾
ク
に
関
し
て
は
、
多
く
の
研
究
者
が
副
詞
な
ど
に
多
い
「
1
く
」
と
の
共
通
性
を

指
摘
し
て
い
る
（
注
皿
）
。
阪
倉
篤
義
は
関
連
の
あ
る
語
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
を
あ
げ
て
い
る
。
（
注
1
3
）

　
　
　
シ
マ
ラ
ク
（
シ
バ
ラ
ク
）
　
　
コ
コ
ダ
ク
　
　
シ
マ
シ
ク
　
　
ケ
ダ
シ
ク
　
　
ゴ
ト
ク
　
　
コ
ト
ゴ
ト
ク

　
　
　
ソ
コ
バ
ク
　
　
フ
ツ
ク
　
　
イ
タ
ク
　
　
ス
コ
シ
ク
　
　
モ
シ
ク
（
ハ
）
　
　
シ
カ
ク

そ
し
て
、
阪
倉
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
こ
れ
ら
の
語
は
元
来
、
ク
が
な
く
て
も
成
立
し
て
い
た
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
ク
が
加
わ
る
こ
と
で
副
詞
的
機
能
を

た
し
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。
こ
の
ク
は
イ
ヅ
ク
（
何
処
）
・
オ
ク
カ
（
奥
処
）
の
ク
や
カ
と
も
通
じ
る
形
式
名
詞
に
近
い

性
質
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
（
注
且
）
。
体
言
と
副
詞
と
の
関
連
は
現
代
語
で
「
う
ま
い
こ
と
や
れ
よ
」
と
「
う
ま
く
や
れ

よ
」
が
近
い
言
い
方
で
あ
る
こ
と
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
阪
倉
説
を
受
け
、
川
端
善
明
は
概
略
次
の
よ
う
に
言
う
（
注
1
5
）
。

　
形
状
言
（
形
容
詞
の
語
幹
な
ど
、
形
状
を
表
す
意
味
の
中
心
部
分
！
白
井
注
）
に
は
体
言
や
用
言
を
修
飾
す
る
用
法

が
あ
っ
た
。

　
　
　
タ
カ
ヤ
マ
（
高
山
）
・
ハ
ヤ
ト
リ
（
早
鳥
）
ー
　
タ
カ
ユ
ク
（
高
行
）
・
フ
ト
シ
ク
（
太
敷
）
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こ
れ
ら
の
用
法
の
う
ち
、
タ
カ
ヤ
マ
・
ハ
ヤ
ト
リ
の
よ
う
に
体
言
を
修
飾
し
て
複
合
を
な
す
用
法
は
多
く
の
形
状
言
で
可

能
で
あ
る
が
、
タ
カ
ユ
ク
・
フ
ト
シ
ク
の
よ
う
な
複
合
を
な
し
て
成
立
す
る
語
は
限
ら
れ
た
形
状
言
で
し
か
起
こ
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
複
合
が
可
能
な
の
は
、
タ
カ
（
1
敷
く
・
知
る
・
照
ら
す
・
飛
ぶ
・
成
す
・
光
る
・
行
く
）
・
フ
ト
（
ー
敷
く
・

知
る
）
の
よ
う
な
讃
め
こ
と
ば
風
に
運
用
さ
れ
た
形
状
言
や
、
フ
タ
（
二
、
1
並
ぶ
・
行
く
・
渡
る
）
・
ナ
ナ
（
七
、
i
行

く
）
の
よ
う
な
数
詞
、
或
い
は
イ
ヤ
（
彌
、
ー
な
く
・
立
つ
）
・
シ
バ
（
数
、
ー
立
つ
・
鳴
く
）
の
よ
う
な
数
量
的
な
も
の

と
し
て
の
形
状
言
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
、
決
し
て
形
状
言
に
一
般
的
な
在
り
方
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
も
の
に
し
か
連
用
的
機
能
が
な
か
っ
た
形
状
言
で
あ
る
が
、
そ
の
形
状
言
（
形
容
詞
語
幹
）
に
、
形

式
名
詞
ク
が
接
続
す
る
と
、
例
え
ば
「
ハ
ヤ
（
早
、
形
状
言
）
＋
ク
」
は
ハ
ヤ
ト
リ
と
同
じ
よ
う
な
構
造
に
な
る
。
同
時
に
、

シ
マ
ラ
ク
・
ケ
ダ
シ
ク
な
ど
の
副
詞
が
、
ク
が
備
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
副
詞
的
機
能
を
た
し
か
な
も
の
に
し
た
よ
う
に
、
形
状

言
（
形
容
詞
語
幹
）
も
ク
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
副
詞
的
機
能
（
連
用
修
飾
の
機
能
）
が
確
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
の

だ
と
川
端
は
い
う
。

　
こ
こ
で
、
再
度
確
認
し
て
お
く
が
、
「
ー
ク
」
の
形
を
も
つ
副
詞
は
確
か
に
副
詞
と
し
て
の
連
用
機
能
を
も
つ
が
、
一
方
で
連

体
助
詞
「
の
」
に
接
続
す
る
こ
と
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
体
言
性
も
も
っ
て
い
る
。
（
た
だ
し
、
副
詞
の
体
言
性
は
ー
ク
の
形
の
も

の
だ
け
に
限
ら
な
い
。
）

⑳㊤⑰④⑦

許
多
（
こ
こ
だ
く
）
の
〔
許
々
太
久
乃
〕
罪
出
で
む
（
祝
詞
・
六
月
晦
大
祓
）

ヨ
田
を
作
れ
ば
か
（
古
今
集
・
一
〇
一
三
）

劃
事
（
源
氏
物
語
・
夕
顔
）
　
一
五
七
⑦

剴
神
々
集
ま
り
て
（
更
級
日
記
）
四
八
八
①

劉
ご
と
く
の
無
益
（
む
や
く
）
の
事
を
（
宇
治
拾
遺
・
九
〇
）
二
〇
九
⑯

四
二
五
⑧



　
で
は
、
副
詞
は
「
－
く
」
の
形
を
も
つ
語
が
多
い
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
。
「
1
く
」
の
形
の
副
詞
は
、
数
量
や

程
度
（
コ
キ
ダ
ク
・
コ
コ
バ
ク
・
ソ
コ
バ
ク
）
、
時
間
（
シ
マ
シ
ク
・
シ
マ
ラ
ク
）
を
表
す
語
に
多
く
、
そ
の
ほ
か
で
は
ケ
ダ
シ

ク
の
よ
う
な
陳
述
副
詞
に
も
み
ら
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
情
態
副
詞
の
類
に
は
な
い
（
注
路
）
。
こ
れ
は
「
形
容
詞
連
用
形
ー
く

＋
の
」
の
形
を
も
ち
、
副
詞
性
と
体
言
性
を
有
す
る
形
容
詞
が
数
量
や
程
度
・
空
間
・
時
間
を
表
す
こ
と
と
多
く
の
部
分
で
重

な
る
。
逆
に
い
え
ば
、
「
ー
く
」
の
副
詞
の
も
つ
数
量
・
程
度
・
時
間
と
共
通
す
る
意
味
を
も
つ
形
容
詞
だ
け
が
そ
の
連
用
形
に

連
用
機
能
と
体
言
性
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
形
容
詞
連
用
形
の
「
i
く
」
が
副
詞
の
「
ー
く
」
と
関
連
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
「
1
く
」
の
副
詞
が
も
っ
て

い
た
連
用
機
能
と
体
言
性
を
す
べ
て
の
形
容
詞
が
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
数
量
．
程
度
．
時
間
に
関
連
し
た
形

容
詞
だ
け
が
連
用
機
能
と
体
言
性
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
「
ー
く
の
」
の
形
容
詞
の
う
ち
、

空
間
に
関
係
す
る
意
味
を
も
つ
も
の
が
あ
る
の
は
、
ク
が
元
来
、
イ
ヅ
ク
な
ど
空
間
を
表
す
ク
と
関
わ
り
が
あ
る
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。
）

四
、
「
恋
し
く
の
」
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
、
さ
き
に
と
り
あ
げ
た
『
万
葉
集
』
四
四
七
五
番
「
恋
し
く
の
多
か
る
我
は
」
の
「
恋
し
く
の
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
の
歌
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
「
恋
し
く
」
に
は
次
の
二
つ
の
説
が
あ
る
（
注
1
7
）
。

　
⑦
形
容
詞
「
恋
し
」
の
連
用
形
で
そ
の
体
言
的
用
法
だ
と
す
る
も
の

　
④
動
詞
「
恋
ふ
」
に
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
が
つ
い
た
「
恋
ひ
き
」
の
ク
語
法
だ
と
す
る
も
の
。

ち
な
み
に
、
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
ク
語
法
が
「
し
く
」
と
な
る
の
は
、
「
そ
が
ひ
に
寝
し
く
今
し
悔
し
も
」
の
「
寝
し
く
」

を
み
れ
ば
わ
か
る
。

　
⑦
で
は
「
恋
し
く
思
う
こ
と
の
多
い
私
は
」
の
意
味
に
な
る
。
④
で
は
「
恋
し
く
思
っ
て
き
た
こ
と
の
多
い
私
は
」
と
な
る
。

四
四
七
五
番
の
歌
に
関
し
て
は
⑦
④
両
説
が
拮
抗
し
て
い
て
決
定
的
な
決
め
手
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
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そ
こ
で
、
「
形
容
詞
連
用
形
ー
く
＋
の
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
他
の
「
1
く
の
」
は
数
量
・
程
度
・

空
間
・
時
間
に
関
す
る
形
容
詞
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
と
比
べ
る
と
形
容
詞
「
恋
し
」
の
意
味
は
い
か
に
も
異
質
で
あ
る
。
ま

た
、
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
1
く
」
の
形
の
副
詞
に
情
態
を
表
す
語
が
な
い
こ
と
も
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ク
語

法
だ
と
解
釈
し
て
も
意
味
的
に
問
題
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
恋
ひ
き
」
の
ク
語
法
だ
と
し
た
い
。
『
万
葉
集
』
巻
一

〇
、
二
〇
一
七
番
の
「
恋
し
く
は
日
（
け
）
長
き
も
の
を
」
と
同
類
の
表
現
だ
と
考
え
れ
ば
、
④
説
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
二
〇
一
七
番
の
「
恋
し
く
」
に
つ
い
て
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
で
も
「
恋
ひ
き
」
の
ク
語
法
だ
と
し
て
い
る
。

48

五
、
「
多
く
の
」
に
つ
い
て

　
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
「
お
ほ
く
の
」
は
他
の
形
容
詞
に
比
べ
て
そ
の
使
用
数
が
際
立
っ
て
多
い
。
そ
れ
に
は
、
こ
の
形

容
詞
特
有
の
事
情
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
古
く
上
代
で
は
「
お
ほ
」
は
「
大
」
と
「
多
」
の
両
方
を
表
し
た
。

　
　
　
オ
ホ
ブ
ネ
（
大
船
）
（
万
葉
集
・
巻
一
五
・
三
六
一
一
）

　
　
　
オ
ホ
ユ
キ
（
大
雪
）
（
万
葉
集
・
巻
一
九
・
四
二
八
五
）

オ
ホ
キ
も
「
大
」
「
多
」
の
両
方
を
表
し
て
い
た
。

　
　
大
き
戸
〔
於
朋
者
妬
〕
よ
り
窺
ひ
て
（
日
本
書
紀
歌
謡
・
一
八
の
一
）

　
　
春
さ
れ
ば
木
が
く
れ
多
き
〔
多
〕
夕
月
夜
　
　
（
万
葉
・
巻
一
〇
・
一
八
七
五
の
一
）

し
か
し
、
「
お
ほ
き
＋
体
言
」
は
圧
倒
的
に
「
大
」
の
意
味
を
表
す
も
の
が
多
か
っ
た
（
注
凪
）
。
「
多
」
の
意
の
「
お
ほ
き
」
は

前
掲
の
よ
う
に
「
X
が
多
い
Y
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
。
「
X
が
」
の
述
部
を
な
し
、
か
つ
そ
れ
全
体
が
「
Y
」
に
か
か
っ
て
い

く
。
い
き
な
り
「
お
ほ
き
＋
体
言
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
と
「
お
ほ
き
戸
」
の
よ
う
に
「
大
」
の
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し

た
が
っ
て
、
述
部
を
表
す
こ
と
な
く
「
多
」
の
意
味
の
連
体
機
能
を
も
つ
形
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
生
じ
た
の
が



「
お
ほ
く
の
」
の
形
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
オ
ホ
は
そ
の
後
、
「
大
」
の
意
味
で
は
「
大
き
な
り
」
を
生
じ
、
「
多
」
と
別
の
道
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。
「
多
」
も
平
安
時
代

和
文
で
は
「
お
ほ
か
り
」
の
カ
リ
活
用
系
統
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
大
」
と
の
混
用
を
避
け
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
段

階
に
な
っ
て
も
「
お
ほ
き
」
は
「
大
」
に
つ
な
が
る
形
で
あ
る
か
ら
、
「
多
で
あ
る
＋
体
言
」
を
表
す
の
に
「
お
ほ
き
」
以
外
の

形
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
「
多
く
の
」
が
ず
っ
と
使
わ
れ
続
け
た
。
し
か
も
、
こ
の
「
多
く
の
」
は
前
述
し
た
よ
う
に
ど
の

時
代
に
も
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
変
則
的
な
形
が
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
に
存
在
し
て
い
る
（
注
P
）
。

六
、
終
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
形
容
詞
連
用
形
ー
く
＋
の
」
は
数
量
・
程
度
・
空
間
・
時
間
に
関
す
る
意
味
を
も
つ
ご
く
限
ら
れ
た
形

容
詞
に
お
い
て
の
み
可
能
な
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
代
語
で
ど
う
し
て
「
多
く
の
」
「
近
く
の
」
「
遠
く
の
」
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
ど

う
し
て
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
例
え
ば
「
早
く
の
」
な
ら
「
以
前
の
」
と
か
、
「
永
く
の
」
な
ら
「
後
世
ま
で
の
」
と

か
の
漢
語
を
使
っ
た
表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
、
「
多
く
の
」
は
前
述
し

た
よ
う
な
理
由
が
あ
る
か
ら
当
然
使
わ
れ
る
と
し
て
も
、
「
近
く
の
」
「
遠
く
の
」
の
場
合
も
、
「
近
所
の
」
「
近
郊
の
」
よ
り
も

「
近
く
の
」
が
、
「
遠
方
の
」
よ
り
も
「
遠
く
の
」
の
ほ
う
が
ま
だ
使
い
や
す
い
場
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
形
容
詞
連
用
形
ー
く
＋
の
」
の
問
題
に
関
連
し
て
、
形
容
詞
型
活
用
形
を
も
つ
助
動
詞
と
さ
れ
る
「
ご
と
し
」
に
つ
い
て

も
、
「
如
く
の
」
と
「
如
き
」
の
二
つ
の
言
い
方
（
例
え
ば
、
「
か
く
の
如
く
の
＋
体
言
」
と
「
か
く
の
如
き
＋
体
言
」
）
が
な
ぜ

あ
る
の
か
、
何
が
違
う
の
か
が
疑
問
点
と
し
て
浮
か
ん
で
く
る
。
し
か
し
、
今
、
こ
れ
に
つ
い
て
答
え
る
こ
と
は
筆
者
に
は
で

き
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注1
上
代
の
「
お
ほ
く
の
」
の
三
例
の
う
ち
、
A
a
の
例
に
示
し
た
以
外
の
他
の
二
例
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
a
已
（
す
で
）
に
多
く
の
〔
多
〕
日
を
経
ぬ
（
目
本
書
紀
・
神
功
・
摂
政
元
年
二
月
）
　
三
四
四
⑰

　
b
既
に
多
く
の
〔
多
〕
日
を
経
て
（
日
本
書
紀
・
履
中
六
年
二
月
）
　
四
二
八
⑰

50

2
使
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
例
え
ば
中
古
に
分
類
さ
れ
て
い
る
『
歌
合
集
』
の
中
に
「
中
世
編
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

　
そ
こ
に
は
中
世
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
は
お
お
ま
か
な
時
代
を
知
れ
ば
よ
い
の
で
、
こ
う
い
う
場
合
も

　
『
歌
合
集
』
に
あ
る
用
例
は
す
べ
て
中
古
の
も
の
と
し
て
数
え
た
。

　
な
お
、
お
も
な
作
品
に
お
け
る
「
お
ほ
く
の
」
の
用
例
数
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
宇
津
保
物
語
六
六
　
　
源
氏
物
語
一
六
　
　
　
枕
草
子
○
　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
一
三

　
　
　
栄
花
物
語
一
六
　
　
　
宇
治
拾
遺
物
語
二
一
二
　
徒
然
草
六
　
　
　
　
平
家
物
語
二
二

　
　
　
太
平
記
四
　
　
　
　
　
好
色
一
代
男
二
　
　
　
冥
途
の
飛
脚
○
　
　
　
東
海
道
中
膝
栗
毛
　
一

3
　
『
春
日
政
治
著
作
集
　
別
巻
　
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』

　
P
一
四
五
～
一
四
六
　
用
例
は
P
二
五
　
一
〇
行
目

勉
誠
社
一
九
八
五
年
六
月

4
築
島
裕
編
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』

　
る
。
用
例
は
P
一
三
一
3
行
目

東
京
大
学
出
版
会
一
九
六
五
～
六
七
年
に
よ

5

土
井
忠
生
他
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
　
岩
波
書
店
一
九
八
〇
年
に
よ
る
。

6

小
峯
和
明
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
今
昔
物
語
集
四
』
　
岩
波
書
店
一
九
九
四
年
p
四
二
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馬
淵
和
夫
他
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

注
3
前
掲
書
　
P
一
四
六

今
昔
物
語
集
二
』
　
小
学
館
二
〇
〇
〇
年
P
三
四
七

9
　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
8
　
日
本
書
紀
私
記
』
P
六
九
～
七
〇
に
該
当
箇
所
（
乙
本
）
が
あ
る
。

n
宇
津
保
物
語
研
究
会
編
『
宇
津
保
物
語
　
本
文
と
索
引
』
　
笠
間
書
院
一
九
七
五
年

旺
橋
本
四
郎
「
上
代
の
形
容
詞
語
尾
ジ
に
つ
い
て
」
『
万
葉
』
十
五
号
　
万
葉
学
会
　
一
九
五
五
年
四
月

　
原
田
芳
起
「
上
代
形
容
詞
接
尾
辞
」
『
樟
蔭
国
文
学
』
十
二
号
　
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
国
文
学
会
　
一
九
七
四
年
九
月
な
ど

且
阪
倉
篤
義
『
語
構
成
の
研
究
』
　
角
川
書
店
一
九
六
六
年

　
川
端
善
明
『
活
用
の
研
究
∬
』
　
大
修
館
書
店
一
九
七
九
年

　
馬
淵
和
夫
『
古
代
日
本
語
の
姿
』
　
武
蔵
野
書
院
↓
九
九
九
年
　
な
ど

13

繿
q
前
掲
書
P
三
二
九
～
三
三
〇

蝕
阪
倉
や
川
端
ら
は
副
詞
な
ど
の
ー
ク
と
イ
ヅ
ク
（
何
処
）
の
ク
を
、
ク
語
法
の
ク
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て
い
る
が
、
筆
者
（
白

　
井
）
は
そ
れ
に
は
首
肯
で
き
な
い
。
ク
語
法
に
関
し
て
は
大
野
晋
説
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
万
葉
集
一
』
解
説
な
ど
）
の

　
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
。

15

?
[
前
掲
書
P
四
〇
九
～
四
一
〇

51



澄
川
端
前
掲
書
P
四
一
二
～
四
＝
二
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皿
『
万
葉
集
』
四
四
七
五
番
の
「
恋
し
く
」
の
解
釈
に
つ
い
て

⑦
形
容
詞
「
恋
し
」
の
連
用
形
で
そ
の
体
言
的
用
法
だ
と
す
る
も
の
（
口
語
訳
か
ら
推
測
し
た
も
の
を
含
む
）

　
　
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
　
筑
摩
書
房
｝
九
五
六
年

　
　
大
野
晋
他
『
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
』
　
岩
波
書
店
一
九
六
二
年

　
　
小
島
憲
之
他
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
』
　
小
学
館
一
九
九
六
年

　
伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』
　
集
英
社
一
九
九
八
年

④
動
詞
「
恋
ふ
」
に
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
が
つ
い
た
「
恋
ひ
き
」
の
ク
語
法
だ
と
す
る
も
の

　
武
田
祐
吉
『
万
葉
集
全
注
釈
』
　
改
造
社
一
九
四
九
年

　
窪
田
空
穂
『
窪
田
空
穂
全
集
　
第
十
九
巻
　
万
葉
集
評
釈
』
　
角
川
書
店
｝
九
六
七
年

　
澤
潟
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
　
中
央
公
論
社
㎝
九
六
八
年

　
青
木
生
子
他
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
万
葉
集
』
　
新
潮
社
一
九
七
四
年

　
木
下
正
俊
『
万
葉
集
全
注
』
　
有
斐
閣
一
九
八
八
年

　
佐
竹
明
広
他
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
』
岩
波
書
店
二
〇
〇
三
年

B
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
　
上
代
編
』
（
三
省
堂
一
九
六
七
年
）
の
「
お
ほ
き
」
の
項
な
ど
参
照
。

19

ﾏ
則
的
な
も
の
で
も
使
用
頻
度
が
高
い
と
、

　
サ
変
な
ど
。

そ
の
変
則
的
な
表
現
が
続
い
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
動
詞
の
力
変
・


